
2018年10月いよいよ刊行開始！

未
開
の
研
究
分
野
に
挑
戦
し
続
け
た

日
本
語
学
者
　
山
口
仲
美
の
軌
跡
！

古
典
の
文
体
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
、

オ
ノ
マ
ト
ペ
の
歴
史
研
究
で
は
、
独
壇
場
！

第
一
巻

言
葉
か
ら
迫
る
平
安
文
学 

１

　
源
氏
物
語

第
二
巻

言
葉
か
ら
迫
る
平
安
文
学 

２

　
仮
名
作
品

第
三
巻

言
葉
か
ら
迫
る
平
安
文
学 

３

　
説
話
・
今
昔
物
語
集

第
四
巻

日
本
語
の
歴
史
・
古
典

　
通
史
・
個
別
史
・
日
本
語
の
古
典

第
五
巻

オ
ノ
マ
ト
ペ
の
歴
史 

１

　
そ
の
種
々
相
と
史
的
推
移

　「
お
べ
ん
ち
ゃ
ら
」
な
ど
の
語
史

第
六
巻

オ
ノ
マ
ト
ペ
の
歴
史 

２

　
ち
ん
ち
ん
千
鳥
の
な
く
声
は

　
犬
は
「
び
よ
」
と
鳴
い
て
い
た

第
七
巻

現
代
語
の
諸
相 

１

　
若
者
言
葉
・
ネ
ー
ミ
ン
グ

　
テ
レ
ビ
の
言
葉
ほ
か

第
八
巻

現
代
語
の
諸
相 

２

　
言
葉
の
探
検

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
実
話

各
巻
紹
介

二
〇
一
八
年

一
二
月
刊
行

二
〇
一
九
年
刊
行

二
〇
一
九
年
刊
行

二
〇
一
九
年
刊
行

二
〇
二
〇
年
刊
行

二
〇
二
〇
年
刊
行

二
〇
一
八
年

一
〇
月
刊
行

二
〇
一
八
年

一
〇
月
刊
行

（
一
〜
三
巻
の
内
容
は
裏
面
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
）

上
製
カ
バ
ー
装
・
Ａ
５
判

各
巻
平
均
五
〇
〇
〜
六
〇
〇
頁

各
巻 

本
体
五
、八
〇
〇
円+

税

揃
価 

本
体
四
六
、四
〇
〇
円+

税

（
分
売
可
）

山
口
仲
美
著
作
集

全
８
巻



■
内
容
紹
介
■

　

第
一
巻
は
、
言
葉
や
文
体
、
そ
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
言
語
学
的
な

立
場
か
ら
、『
源
氏
物
語
』の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
追
究
。
三
部
か
ら
成
る
。

　

Ⅰ
部
は
、「『
源
氏
物
語
』
男
と
女
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」。
源
氏
物
語
に
登
場

す
る
男
と
女
は
、
ど
ん
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
た
の
か
？　

そ
の
様
相

を
具
体
的
に
解
明
し
て
い
る
。
Ⅱ
部
は
、「『
源
氏
物
語
』の
言
葉
と
文
体
」。
比
喩
や

象
徴
詞（
＝
オ
ノ
マ
ト
ペ
）や
形
容
語
な
ど
に
注
目
し
て
、『
源
氏
物
語
』独
自
の
問
題

を
解
明
す
る
。
Ⅲ
部
は
、「
文
章
・
文
体
研
究
の
軌
跡
と
展
望
」。『
言
葉
か
ら
迫
る
平

安
文
学
』１
巻
・
２
巻
・
３
巻
に
共
通
す
る
著
者
の
立
場
を
明
確
に
し
て
い
る
。
文
章
・

文
体
研
究
の
草
創
期
の
状
態
も
明
ら
か
に
な
る
。

　

第
１
巻　

言
葉
か
ら
迫
る
平
安
文
学
１　

源
氏
物
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
二
〇
一
八
年
一
〇
月
刊
行
）

　

第
二
巻
は
、
平
安
時
代
の
仮
名
で
書
か
れ
た『
源
氏
物
語
』以
外
の
日
記
・
随
筆
・

物
語
を
対
象
に
、
言
語
学
的
側
面
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
追
究
。
四
部
か
ら
成
る
。

　

Ⅰ
部
は
、
導
入
部
的
な
論
。
Ⅱ
部
は
、「
物
語
と
日
記
の
言
葉
と
文
体
」。
平
安
文

学
作
品
全
体
の
文
体
に
か
か
わ
る
問
題
と
、
竹
取
物
語
・
和
泉
式
部
日
記
と
い
っ
た

個
別
の
作
品
の
言
葉
と
文
体
に
か
か
わ
る
問
題
を
取
り
扱
う
。
Ⅲ
部
は
、「『
枕
草
子
』

新
し
い
読
み
方
」。『
枕
草
子
』を
マ
ナ
ー
集
と
し
て
読
む
と
い
う
新
し
い
読
み
方
を
提

示
し
、『
枕
草
子
』の
魅
力
を
味
わ
う
。
Ⅳ
部
は「
研
究
余
滴
」。
仮
名
文
学
作
品
を
読

ん
で
い
て
、
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
、
感
動
し
た
こ
と
、
主
張
し
た
く
な
っ
た
こ
と
な
ど

を
、
エ
ッ
セ
イ
風
に
ま
と
め
た
も
の
を
収
録
。

　

第
２
巻　

言
葉
か
ら
迫
る
平
安
文
学
２　

仮
名
作
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
二
〇
一
八
年
一
〇
月
刊
行
）

　

第
三
巻
は
、
説
話
文
学
全
般
お
よ
び
そ
の
中
で
傑
出
し
て
い
る『
今
昔
物
語
集
』を

対
象
に
、
言
葉
や
文
体
あ
る
い
は
表
現
方
法
を
追
究
し
た
巻
。
三
部
か
ら
成
る
。

　

Ⅰ
部
は
、「
説
話
文
学
の
言
葉
と
文
体
」。直
喩
法
な
ど
の
表
現
技
法
に
的
を
絞
っ
て
、

従
来
と
は
違
っ
た
出
典
文
献
と
の
比
較
と
い
う
方
法
で
手
堅
く
今
昔
物
語
集
の
文
体
に

迫
っ
た
論
な
ど
を
収
録
。
Ⅱ
部
は
、「『
今
昔
物
語
集
』の
表
現
方
法
」。『
今
昔
物
語
集
』

の
表
現
方
法
に
着
目
し
、
読
者
を
魅
了
し
て
や
ま
な
い
表
現
方
法
の
秘
密
を
解
明
。
Ⅲ

部
は
、「『
今
昔
物
語
集
』に
み
る
生
き
る
力
」。
読
者
に
勇
気
を
与
え
、
生
き
る
力
を

与
え
て
く
れ
る
話
を
セ
レ
ク
ト
し
、
原
文
・
現
代
語
訳
・
解
説
を
行
な
い
、
今
昔
物
語

集
の
持
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
あ
ぶ
り
だ
す
。

　

第
３
巻　

言
葉
か
ら
迫
る
平
安
文
学
３　

説
話
・
今
昔
物
語
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
一
八
年
一
二
月
刊
行
）

以
下
、
続
刊

第
４
巻　

日
本
語
の
歴
史
・
古
典
（
二
〇
一
九
年
刊
行
）、
第
５
巻　

オ
ノ
マ

ト
ペ
の
歴
史
１
（
二
〇
一
九
年
刊
行
）、
第
６
巻　

オ
ノ
マ
ト
ペ
の
歴
史
２

（
二
〇
一
九
年
刊
行
）、
第
７
巻　

現
代
語
の
諸
相
１
（
二
〇
二
〇
年
刊
行
）、

第
８
巻　

現
代
語
の
諸
相
２
（
二
〇
二
〇
年
刊
行
）

【
著
者
略
歴
】

山
口
仲
美
（
や
ま
ぐ
ち
　
な
か
み
）

一
九
四
三
年
静
岡
県
生
ま
れ
。
お
茶
の
水
女
子
大
学
卒
業
。

東
京
大
学
大
学
院
修
士
課
程
修
了
。
文
学
博
士
。

現
在
ー
埼
玉
大
学
名
誉
教
授
。

専
門
ー
日
本
語
学（
日
本
語
史
・
古
典
の
文
体
・
オ
ノ
マ

　
　
　
ト
ペ
の
歴
史
）

著
書
ー『
平
安
文
学
の
文
体
の
研
究
』（
明
治
書
院
、
第
12

　
　
　
回
金
田
一
京
助
博
士
記
念
賞
）、『
平
安
朝
の
言
葉

　
　
　
と
文
体
』（
風
間
書
房
）、『
日
本
語
の
歴
史
』（
岩

　
　
　
波
書
店
、
第
55
回
日
本
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
・
ク
ラ
ブ

　
　
　
賞
）、『
犬
は「
び
よ
」と
鳴
い
て
い
た
』（
光
文
社
）、

　
　
　『
日
本
語
の
古
典
』（
岩
波
書
店
）な
ど
多
数
。

二
〇
〇
八
年
紫
綬
褒
章
、
二
〇
一
六
年
瑞
宝
中
綬
章
受
章
。

専
門
分
野
関
係
の
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
番
組
に
も
多
数
出
演
。
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書店名（番線）山口仲美著作集
全８巻を（　　　）セット注文します。 《定期購読のお申し込み》

第（　　　　　　　　　）巻を（　　　）冊注文します。

お名前 電話番号

ご住所

各巻　本体 5,800円＋税
揃価　本体 46,400円＋税 （分売可）

〔
注　
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書
〕

全８巻


